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１．研 究 課 題： 労働移動とイノベーション 

２．研 究 期 間：  2007 年 9 月 1 日   ～   2009  年 8 月 31 日 

３．研 究 場 所（国/都市・機関名）： アメリカ合衆国 ボストン マサチューセッツ工科大学 

                           (2007 年 9 月 1日～2009 年 6 月 7 日) 

                   日本 東京 早稲田大学(2009 年 6 月 8 日～8月 31 日) 

４．研究成果概要（2,000 字以内）： 

 

特別研究期間のうち始めの１年９ヶ月はアメリカのマサチューセッツ工科大学(MIT)で研

究を行った。MIT とハーバード大学は距離的に近く、両大学は研究交流や共同授業を盛んに

行っているため、MITのみならずハーバード大学でも研究や学習の機会を得ることができた。 

サイエンティストやエンジニアの国際労働移動がどのようにイノベーションに貢献する

のかについて研究することが、特別研究期間中の研究課題であり、そのためにイノベーショ

ンのプロセスやイノベーションに携わる人材の研究が盛んな MIT を研究場所に選んだ。そこ

での最大の成果は、最新の研究動向を知ることができたことである。日本では科学経済学と

いう言葉を耳にすることはほとんどなかったが、MIT やハーバードでは、科学的知識・技術

の生産のメカニズムや生産性の向上、知識の蓄積とスピルオーバー、科学者の養成やモチベ

ーション、科学者の労働市場、知的財産の所有、産学連携、科学技術政策などについて、経

済学の観点から、また、学際的な視点から教育や研究が盛んに行われていた。そのため、セ

ミナーや大学院博士課程の授業、研究者との交流を通じて、それらの最新の成果を吸収する

ことができた。また、自分のこれまでの関連する研究について研究発表を行うことによって、

日本の実態や重要な分析視点をアメリカの研究者に伝えることができ、さらに、彼らからも

フィードバックを得ることができた。 

また、自分自身の研究としては、第一に、サイエンティストやエンジニアの国際労働移動

のメカニズムや労働市場のグローバル化に関する研究を発展させることができた。アメリカ

は世界中で最も多くのサイエンティストやエンジニアを海外から受け入れている国である。

彼らのアメリカへの移動のメカニズム、アメリカにおける活躍の実態やキャリア形成、彼ら

がアメリカの科学者の労働市場に与える影響、アメリカの外国人サイエンティストやエンジ

ニアの受け入れ政策などについて研究を行った。また、日本人サイエンティストやエンジニ 

 

※研究終了後２ヶ月以内に提出してください。ワープロ原稿の貼付けも可。なお、学術研究活動情報

（学術年鑑 Web）のホームページに掲載しますので、電子メールでも研究支援課まで

（tokkenseika@list.waseda.jp）ご提出くださるようご協力をお願いします。 



特別研究期間研究成果概要[つづき]（2,000 字以内）    氏 名： 村上由紀子             

 

アもその中に多く含まれていることから、日本の頭脳流出の問題についても取り組んだ。そ

れらの研究成果は、数編の論文として発表した。 

第二に、サイエンティストやエンジニアの国際労働移動とイノベーションの関係について

は、どのように分析するのが良いのか、アイデアがなかなか浮かばなかったが、ネットワー

ク理論とネットワークの分析ツールを学んだことをきっかけに、分析視点が定まった。すな

わち、国際労働移動を行ったサイエンティストの共同研究ネットワークを分析することによ

り、国際移動を介した知識の移転と創出を明らかにするという研究計画を立て、これについ

ては、平成 21 年度から３年間、科学研究費補助金を受給できることになった。 

また、特別研究期間が始まる前には、アメリカに研究所を設立した日本の企業が、日本国

内にある研究所と連携をとりながら、日米間の国際移動を行ったサイエンティストやエンジ

ニアを活用して、どのようにイノベーションを実現しているのかについて、研究を行うこと

も計画していた。しかし、これについては、ボストン地域で協力が得られる日本企業が見つ

からず、また、西海岸のシリコンバレーまで出かけてじっくり調査できるだけの資金が得ら

れなったために、今回は断念した。 

2009 年の 6 月にはアメリカにおける研究に区切りがついたために日本に戻り、アメリカ

で得られた研究成果に、日本に関する資料を追加して、本を執筆した。さらに、2009 年度

の科学研究費補助金の支給を受けて、アメリカに移住した日本人サイエンティストの共同研

究ネットワークに関するデータを収集した。更なるデータの収集とその分析は今後の課題で

ある。 

特別研究期間の最大の収穫は、以上の短期的・中期的な研究とは別に、今後 10 年間かけ

て取り組むべき大きな研究テーマを見つけることができたことである。アメリカと日本では、

関心の高い研究テーマにある程度の違いが見られる。日本では比較的馴染みのないテーマに

触れたことにより、また、数々のセミナーやワークショップに参加したことにより、自分が

以前から抱いていた問題関心が鮮明になり、進むべき方向が明確になった。世界中から集ま

った研究者から刺激を受けたことも、日本ではできない経験であった。したがって、二年間

の特別研究期間は、総じて、大変有意義なものであった。 

                                             

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


